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給付型奨学金に関するアンケート調査結果

【調査目的】令和２年度から「高等教育の修学支援新制度」がスタートして４年が経過しており、新制度を利用した学生等に
アンケート調査を実施

【調査期間】令和６年３月21日（木）から４月４日（木）まで
【調査対象】令和５年度で奨学金の支給が終了する学生等に日本学生支援機構からメールでアンケート調査を依頼

大学：38,822人、短大：3,641人、高等専門学校：913人、専門学校：15,297人、通信：142人
合計：58,815人

【調査回答】16,107人（回答率27.4％）

【回答者の学校種】
在籍している学校種を教えてください。

【新制度を利用したきっかけ】
「新制度」をどのように知り、利用されまし
たか。きっかけを教えてください。（複数
回答可）

「新制度」について、いつ頃に知りたかっ
たですか。
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給付型奨学金に関するアンケート調査結果

【学業要件について】
新制度の支援を受ける学生の方には、しっかりと勉強していただ
くため、「学業要件」が課せられていることを知っていましたか。

（知っていると回答した人）この「学業要件」を課していることにつ
いて、どのように思いますか。※複数回答
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給付型奨学金に関するアンケート調査結果

学業要件に「修得した単位数」の基準があります
が、この水準が適切だと思いますか。(基準→
取得した単位数の合計数が標準単位数の６割以
下の場合は「警告」、５割以下の場合は「廃止」)

学業要件に「出席率」の基準がありますが、この
水準が適切だと思いますか。(基準→履修科目
の授業料への出席率が８割以下の場合は「警告
」、５割以下の場合は「廃止」)

学業要件に「GPA等（学生等の履修科目に係る
成績の平均を数値で表す客観的な指標又は
これに準ずるもの）」の基準がありますが、この
水準が適切だと思いますか。(基準→GPA等が
学部等における下位４分の１の範囲に属する
場合は「警告」)

891 
6%

1,810 
11%

12,404 
77%

876 
5%

126 
1%

もっと高い（厳しい）基準でも良い やや高い（厳しい）基準でも良い

適切な水準だと思う やや緩やかな基準が良い

もっと緩やかな基準が良い

872 
5%

1,445 
9%

12,646 
79%

967 
6%

177 
1%

もっと高い（厳しい）基準でも良い やや高い（厳しい）基準でも良い

適切な水準だと思う やや緩やかな基準が良い

もっと緩やかな基準が良い

799 
5%

1,776 
11%

12,059 
75%

1,217 
7%

256 
2%

もっと高い（厳しい）基準でも良い やや高い（厳しい）基準でも良い

適切な水準だと思う やや緩やかな基準が良い

もっと緩やかな基準が良い

3


